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ル
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
講
は
「
古
代
の
み
ど
り

市
」
と
題
し
て
岩
宿
博
物
館
の

荻
原
研
一
館
長
の
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。

　

群
馬
県
は
古
墳
王
国
で
、

２
０
１
７
年
の
「
群
馬
県
古
墳

総
覧
」
で
は
、
県
内
に
１
３
，

２
４
９
基
あ
り
、
そ
の
う
ち
み

ど
り
市
内
に
は
38
基
あ
り
ま

す
。
そ
の
後
、
２
０
２
１
（
令

　
今
年
も
始
ま
り
ま
し
た
。
高

齢
者
大
学
は
「
生
き
が
い
・
ふ

れ
あ
い
・
学
び
あ
い
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
域
や
家
庭
で
の
生
活

を
豊
か
に
、
よ
り
楽
し
く
過
ご

す
た
め
の
仲
間
づ
く
り
の
場
で

す
。

　
令
和
５
年
度
笠
懸
地
域
高
齢

者
大
学
の
開
講
式
と
第
１
講
が

７
月
６
日
㈭
に
グ
ン
エ
イ
ホ
ー

ル
Ｐ
Ａ
Ｌ
（
笠
懸
野
文
化
ホ
ー

和
３
）
年
、

西
鹿
田
グ

リ
ー
ン
パ

ー
ク
整
備

に
伴
う
発

掘
に
よ
り
、

新
た
に
古

墳
４
基
が

発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
内
に
あ

る
主
な
古

墳
と
し
て

は
、
天
神

山
古
墳
群

や
長
昌
寺

Ａ
・
Ｂ
古

墳
等
が
あ
り
、
特
色
な
ど
を
説

明
し
て
い
ま
し
た
。

　
奈
良
・
平
安
時
代
に
入
る
と
、

仏
教
文
化
が
浸
透
し
律
令
国
家

が
成
立
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

荘
園
を
め
ぐ
る
争
い
が
増
加
し

た
こ
と
に
伴
い
、
武
士
が
誕
生

し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
淡
甘
郷
に
つ
い
て

「
淡た

ん
か
ん甘
」
の
読
み
に
言
及
し
、

様
々
な
学
説
の
中
で
場
所
を
め

ぐ
る
論
争
が
あ
る
よ
う
で
す
。

南
光
寺
の
梵
鐘
銘
に
「
上
毛
淡

甘
」
と
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は

阿
左
美
地
区
は
「
淡
甘
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
？
の
で
は
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

古
代
の
地
震
に
も
触
れ
、

８
１
８
（
弘
仁
９
）
年
、
関
東

地
方
の
各
地
で
地
震
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
太
田
断
層

が
動
い
た
と
言
わ
れ
山
が
崩
れ

谷
が
埋
ま
り
、
多
く
の
人
が
圧

死
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
市
内
の
遺
跡
は
鹿

田
山
周
辺
に
数
多
く
あ
り
、
工

人
集
団
の
集
落
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
と
話
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　
当
日
の
受
講
生
は
１
６
１
人
、

最
後
ま
で
耳
を
傾
け
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

古
墳
時
代
に
思
い
巡
ら
せ

古
墳
時
代
に
思
い
巡
ら
せ

高
齢
者
大
学
開
講

高
齢
者
大
学
開
講

▲左から天神山 1 号墳の竪穴式石
せ っ か く

槨、神社裏遺跡出土の埴輪、馬見岡遺跡出土の獣脚鋳型と型抜き模型

▲みどり市の古墳時代の第一人者 荻原館長
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▲あいさつをする清水館長（全体会）

　
笠
懸
地
域
文
化
祭
の
第
１
回

実
行
委
員
会
が
６
月
29
日
㈭
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
祭
の
目
的
は
、『
日
頃

の
活
動
成
果
を
発
表
し
、
お
互

い
の
文
化
や
活
動
に
ふ
れ
る
こ

と
で
、
交
流
を
深
め
新
し
い
学

習
活
動
を
促
し
、
地
域
文
化
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
』
で
す
。

　
参
加
申
し
込
み
は
展
示
部
門

32
団
体
、
イ
ベ
ン
ト
部
門
17
団

体
、
ス
テ
ー
ジ
部
門
20
団
体
の

合
計
69
団
体
で
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
前
か
ら
比
べ
る
と
利

用
団
体
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

参
加
団
体
も
大
分
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

企
画
広
報
部
会
は
こ
れ
ま
で
に

３
月
か
ら
４
回
の
会
議
を
重
ね
、

文
化
祭
を
盛
り
上
げ
る
企
画
等

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
検
討
中
の
企
画
や
、

こ
れ
か
ら
新
た
な
案
が
出
る
可

能
性
も
あ
る
事
、
笠
懸
地
域
の

各
学
校
へ
ポ
ス
タ
ー
募
集
の
依

頼
を
し
た
事
等
を
報
告
し
ま
し

た
。

　
決
定
事
項
は
、
テ
ー
マ
と
役

員
体
制
で
す
。

●
テ
ー
マ

　
『
参
加
か
ら
参
画　
そ
し
て

　
　
新
し
い
仲
間
づ
く
り
へ
』

　
サ
ブ
テ
ー
マ

　
「
み
ん
な
の
思
い
を
乗
せ
て
」

●
役
員
体
制　
　
（
敬
称
略
）

実
行
委
員
長　
金
子　
和
夫

副
実
行
委
員
長　
各
部
会
部
長

展
示
部
会

　
部　
長　
須
田　
敏
之

　
副
部
長　
中
谷　
邦
子

　
　
　
　
　
岡
崎　
玉
江

イ
ベ
ン
ト
部

　
部　
長　
菊
地　
健
兒

　
副
部
長　
高
橋　
政
己

　
　
　
　
　
森
田　
安
二

ス
テ
ー
ジ
部

　
部　
長　
稲
田　
茂
昭

　
副
部
長　
中
村　
叔
子

　
　
　
　
　
冨
山　
眞
紀

　
実
行
委
員
会
終
了
後
、
各
部

会
へ
分
か
れ
て
、
出
品
出
演
規

程
の
確
認
と
次
回
の
部
会
日
程

を
決
め
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
第
22
回
郷
土
芸
能
祭
が
笠
懸

地
域
文
化
協
会
の
主
催
、
み
ど

り
市
教
育
委
員
会
の
後
援
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
23
日
㈮
か
ら
25
日
㈰
の

作
品
展
示
は
笠
懸
公
民
館
ふ
る

さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
使
っ
て
10

団
体
72
人
の
写
真
、
盆
栽
、
書

道
、
仏
画
、
手
作
り
バ
ッ
グ
な

ど
の
力
作
の
展
示
が
あ
り
、
３

日
間
で
３
０
０
人
以
上
の
来
場

が
あ
り
ま
し
た
。

「
役
員
体
制
」
決
ま
る

「
役
員
体
制
」
決
ま
る

文
化
祭
実
行
委
員
会

文
化
祭
実
行
委
員
会

　
25
日
㈰
の
ス
テ
ー
ジ
は
笠
懸

野
文
化
ホ
ー
ル
で
20
団
体
89

人
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
詩
吟
、
舞

踏
、剣
舞
、大
正
琴
、横
町
太
々

神
楽
、
和
太
鼓
な
ど
が
出
演
し
、

会
場
に
は
３
０
０
人
近
い
方
が

観
覧
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で

は
参
加
団
体
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

景
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

▲見ごたえあるステージ

▲ステキな作品
　
第
３
回
市
民
講
座
運
営
委
員

会
が
６
月
15
日
㈭
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
会
議
で
、
令

和
５
年
度
の
全
講
座
が
決
定
し

ま
し
た
。
今
か
ら
待
ち
遠
し
い

で
す
ね
。（
講
座
の
概
要
は
以

下
の
と
お
り
）

今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん

今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん

市
民
講
座
運
営
委
員
会

市
民
講
座
運
営
委
員
会

文
化
・
芸
能
の
祭
典

文
化
・
芸
能
の
祭
典

第第
2222
回
郷
土
芸
能
祭

回
郷
土
芸
能
祭

令和 5年度　講座一覧【予定】
テーマ：地元の先人に学ぶＳＤＧｓ

No 内　容 会　場 日時 定員

1 自然保全

交流ホール

10月19日㈭ 19時00分～21時00分

各講座
100人

2 高校生まちづくりコンテスト観光庁長官賞受賞プレゼン発表 11月11日㈯ 15時00分～16時30分

3 グルテンフリー 11月30日㈭ 19時00分～21時00分

4 国産バナナ栽培 12月14日㈭ 19時00分～21時00分
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▲どうぞお食べください

１
６
１
団
体
へ
と
減
少
し
て
い

ま
す
。

　
笠
懸
公
民
館
利
用
者
の
会
で

は
こ
の
問
題
を
喫
緊
の
課
題
と

捉
え
、
利
用
者
を
増
や
す
活
動

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
利
用
者
の
多
く
は

「
無
料
で
使
え
る
便
利
な
施
設
」

と
考
え
る
方
も
少
な
く
は
な
い

よ
う
で
す
。
誰
も
が
自
由
に
集

ま
り
、
学
び
、
人
と
人
と
が
繋

が
っ
て
い
く
と
い
う
公
民
館
の

意
義
を
、
利
用
者
の
方
に
理
解

し
て
頂
く
こ
と
も
大
切
だ
と
考

え
ま
す
。

ラ
イ
ナ
料
理
を
振
舞
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
エ
ゴ
ー
ル
君
以
外

ろ
う
者
で
、
彼
ら
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
当
然
手
話
で

す
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
日
本
の

仲
間
を
増
や
す
活
動
を

仲
間
を
増
や
す
活
動
を

利
用
者
の
会
総
会

利
用
者
の
会
総
会

手
話
は
異

な
る
の
で
、

国
際
手
話

で
の
仲
介

が
必
要
で

す
。

　
ボ
ズ
コ

さ
ん
は
国

際
手
話
が

得
意
で
、

９
年
前
に

観
光
で
初

来
日
し
た

際
、
み
ど

り
市
ろ
う

者
協
会
と

出
会
い
、

交
流
を
続

け
て
い
ま

し
た
。
そ

の
縁
で
ロ

シ
ア
の
軍

事
侵
攻
が

始
ま
る
と
、

　

笠
懸
公
民
館
利
用
者
の
会

（
上
山
利
夫
会
長
）
の
令
和
５

年
度
総
会
が
６
月
８
日
㈭
、
笠

懸
公
民
館
交
流
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
出
席
し
た
の
は
理

事
や
参
加
団
体
の
代
表
ら
33
人

で
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
公
民
館
利

用
者
か
ら
の
募
金
、
１
万
８
，

０
０
０
円
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難

者
へ
の
支
援
金
と
し
て
寄
付
し

た
こ
と
、
公
民
館
の
大
掃
除
や

交
流
事
業
と
し
て
ボ
ッ
チ
ャ
が

行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
ロ
ビ
ー
で
行
う
コ

ン
サ
ー
ト
や
舞
踊
な
ど
「
い
こ

い
の
広
場
」
の
開
催
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

笠
懸
公
民
館
の
利
用
者
数

は
平
成
29
年
度
は
９
万
６
，

３
７
６
人
だ
っ
た
も
の
が
令
和

４
年
度
７
万
５
，
８
９
２
人
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
行
政
関
係

を
除
く
と
４
万
４
，
１
０
０
人

と
激
減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
利

用
団
体
も
２
０
０
団
体
か
ら

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
み
ど
り
市

に
避
難
し
て
い
る
５
人
が
来
日

一
年
を
機
に
、
６
月
17
日
㈯
笠

懸
公
民
館
交
流
ホ
ー
ル
で
「
感

謝
を
伝
え
る
会
」
を
催
し
ま
し

た
。

　
ボ
ズ
コ
・
ヴ
ォ
ロ
ジ
ミ
ー
ル

さ
ん
た
ち
は
、
市
長
を
は
じ
め

み
ど
り
市
行
政
、
協
力
団
体
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
を
招
待
し
、

自
分
た
ち
へ
の
温
か
い
支
援
に

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、
ウ
ク

感
謝
を
伝
え
た
い

感
謝
を
伝
え
た
い
！！！！

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民

だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
い
」

　
ボ
ズ
コ
さ
ん
の
国
際
手
話
が

日
本
手
話
に
変
換
さ
れ
、
さ
ら

に
日
本
語
で
会
場
内
に
紹
介
さ

れ
ま
す
。
日
本
語
訳
を
聞
く
ま

で
も
な
く
、
ボ
ズ
コ
さ
ん
の
手

話
か
ら
は
溢
れ
る
感
謝
の
気
持

ち
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

市
内
ろ
う
者
有
志
は
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
ろ
う
者
避
難
民
支
援
チ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
、
受
け
入
れ

を
市
長
に
要
望
し
、
支
援
金
調

達
に
奔
走
、
準
備
を
整
え
、
昨

年
５
月
に
み
ど
り
市
に
迎
え
ま

し
た
。

　
「
あ
り
が
と
う
と
い
う
言
葉

▲総会の様子

▲参加者全員で記念撮影 はいチーズ♪
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の
こ
と
で
し
た
。

　
最
優
秀
賞
の
２
人
は
、
８
月

19
日
の
東
毛
大
会
に
出
場
し
ま

す
。
み
ど
り
市
の
代
表
と
し
て

２
人
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

◇
最
優
秀
賞

　
大
間
々
東
中
学
校
２
年

　
　
　
　
　
塩
野
目　
紗
季

　
大
間
々
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
石
川　
咲さ

く
み実

◇
優
秀
賞

　
笠
懸
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
鈴
木　
葵あ

お
と翔

　
あ
ず
ま
小
中
学
校
８
年

　
　
　
　
　
金
子　
千せ

ん
り哩

　
大
間
々
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
小
林　
ほ
の
香

　
笠
懸
南
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
赤
石　
明あ

す

み

日
美

　
笠
懸
南
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
黒
岩　
心こ

こ
ね寧

　
あ
ず
ま
小
中
学
校
８
年

　
　
　
　
　
斎
藤　
奏ね

ね音

　
笠
懸
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
北
原　
碧あ

お
い

　
大
間
々
東
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
小
林　
心み

ゆ
う優

（
発
表
順
・
敬
称
略
）

第36回笠懸地域こどもまつり

主催：笠懸公民館
主管：笠懸地域こどもまつり実行委員会

れ
ぞ
れ
日
頃
の
体

験
な
ど
を
通
し
て

思
っ
て
い
る
事
や

感
じ
て
い
る
事
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
一
人
一
人
が
落

ち
着
い
て
し
っ
か

り
発
表
す
る
姿
に
、

会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
沸
き

上
っ
て
い
ま
し
た
。

　
発
表
終
了
後
は
、

審
査
員
に
よ
り
２

人
の
最
優
秀
賞
が

決
定
し
ま
し
た
。

ど
の
発
表
も
皆
素

晴
ら
し
く
、
選
ぶ

の
に
苦
慮
し
た
と

　
「
第
18
回
少
年
の
主
張
み
ど

り
市
大
会
」
が
、
６
月
24
日
㈯

グ
ン
エ
イ
ホ
ー
ル
Ｐ
Ａ
Ｌ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
少
年
の
主
張
は
、
少
年
が
社

会
に
向
け
て
の
意
見
や
未
来
へ

の
希
望
な
ど
を
発
表
す
る
機
会

で
、
少
年
の
健
全
育
成
及
び
非

行
防
止
に
対
す
る
市
民
の
理
解

を
深
め
る
契
機
と
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
み
ど
り
市
の
各
中
学
校
か
ら

選
ば
れ
た
代
表
者
10
人
が
、
そ

想
い
を
の
せ
て

想
い
を
の
せ
て
！！！！

少
年
の
主
張

少
年
の
主
張▲石川咲実さん、塩野目紗季さん

▲みどり市大会入賞者の皆さん
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ぐ
る
み
人
形
劇
う
さ
ぎ
と
か

め
」
の
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。

主
催
は
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
と
・
と
・
ろ
の
家
」
で

す
。
当
日
は
４
０
０
人
を
超
え

る
た
く
さ
ん
の
お
子
さ
ん
連
れ

の
家
族
が
観
覧
し
、
賑
や
か
な

１
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
誰
も
が
知
っ
て
い
る
イ
ソ
ッ

プ
童
話
「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
を

題
材
に
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
も
交

え
た
人
形
劇
で
す
。
う
さ
ぎ
や

か
め
の
他
、
森
の
動
物
た
ち
が

ス
テ
ー
ジ
上
に
登
場
す
る
と
、

コ
ミ
カ
ル
な
動
き
や
掛
け
声
に

子
ど
も
た
ち
も
ド
キ
ド
キ
わ
く

わ
く
!?
手
拍
子
を
し
た
り
振
り

ま
し
た
。
未
就
学
児
や
小
学
生

と
そ
の
保
護
者
約
50
人
が
参
加
。

　

大
型
紙
芝
居
「
ぶ
た
の
た

ね
」「
た
な
ば
た
バ
ス
」「
か
ば

く
ん
」
の
お
話
や
手
遊
び
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
品
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。
読
み
手
と
の

や
り
取
り
に
元
気
な
声
で
答
え

た
り
、
手
品
に
「
わ
～
す
ご
～

い
」
と
び
っ
く
り
し
た
り
、
に

ぎ
や
か
で
な
ご
や
か
な
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
お
話
の
後
は
、
笹
飾
り
の
前

で
み
ど
モ
ス
と
一
緒
に
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

満
面
の
笑
顔
で
し
た
。

　
ま
た
、
両
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
キ
ノ

ピ
ー
と
み
ど
モ
ス
も
応
援
に
駆

け
付
け
、
会
場
に
花
を
添
え
ま

し
た
。

を
真
似
し
た
り
と
、
目
を
キ
ラ

キ
ラ
さ
せ
、
劇
に
夢
中
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
公
演
の
最
後
は
、
司
会
の
お

兄
さ
ん
と
観
覧
席
の
親
子
が
一

緒
に
な
っ
て
手
遊
び
を
す
る
な

ど
、
会
場
は
終
始
楽
し
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
桐
生
市
・
み
ど
り
市
連
携
事

業
『
ボ
ッ
チ
ャ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
』
が
６
月
11
日
㈰
桐
生
大
学

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ

　

６
月
10
日
㈯
、
グ
ン
エ
イ

ホ
ー
ル
Ｐ
Ａ
Ｌ
で
劇
団
バ
ク
に

よ
る
「
お
や
こ
で
楽
し
め
る
着

　
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
あ
し

の
会
の
「
た
な
ば
た
お
は
な
し

会
」
が
７
月
１
日
㈯
、
笠
懸
図

書
館
の
視
聴
覚
室
で
開
催
さ
れ

れ
、
み
ど
り
市
と
桐
生
市
の
小

学
生
か
ら
90
代
ま
で
の
老
若
男

女
２
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
ボ
ッ
チ
ャ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

生
ま
れ
、
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
と

呼
ば
れ
る
白
い
球
に
、
赤
や
青

の
球
を
投
げ
、
い
か
に
近
づ
け

る
か
を
競
う
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
世
代
や
障
害
を
超
え
て
誰

も
が
楽
し
め
る
こ
と
が
魅
力
で
、

桐
生
市
か
ら
17
チ
ー
ム
、
み
ど

り
市
か
ら
27
チ
ー
ム
の
計
44

チ
ー
ム
が
ボ
ッ
チ
ャ
を
通
じ
た

交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く

ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く

人
形
劇
う
さ
ぎ
と
か
め

人
形
劇
う
さ
ぎ
と
か
め

た
な
ば
た
お
は
な
し
会
☆

た
な
ば
た
お
は
な
し
会
☆

▲わくわくが止まらない♪

▲キノピー＆みどモス

▲親子で楽しむ

「
便
秘
の
特
効
薬
は一

杯
の
冷
水
」

　
女
性
の
半
数
以
上
が
便
秘

に
悩
ん
で
い
る
と
い
う
話
は

よ
く
聞
く
。
な
か
に
は
一
カ

月
も
出
な
い
と
い
う
強
者
も

い
る
よ
う
だ
か
ら
、
驚
い
て

し
ま
う
。
女
性
ば
か
り
で
な

く
、
男
性
も
加
齢
と
と
も
に

便
秘
に
な
り
が
ち
に
な
る
よ

う
で
、
こ
れ
は
腸
の
働
き
が

鈍
っ
て
く
る
か
ら
だ
と
い
う
。

　
便
秘
に
な
ら
な
い
た
め
に
は

朝
食
の
摂
取
が
欠
か
せ
な
い
。

人
間
の
体
は
食
物
が
体
内
に
入

る
と
腸
の
働
き
が
活
発
に
な
り
、

便
意
を
催
す
よ
う
に
で
き
て
い

る
。
こ
れ
を
胃
腸
反
射
と
い
う
。

　
こ
の
胃
腸
反
射
は
、
朝
食
後

に
最
も
強
く
起
こ
る
。
つ
ま
り
、

お
通
じ
を
よ
く
し
た
け
れ
ば
朝

食
は
絶
対
に
抜
か
な
い
こ
と
だ
。

ど
う
し
て
も
朝
食
を
食
べ
ら
れ

な
い
と
い
う
人
は
、
寝
覚
め
に

冷
た
い
水
を
一
杯
飲
む
と
同
様

コ
ラ
ム
豆
電
球

の
効
果
が
あ
る
ら
し
い
。

　
昔
か
ら
繊
維
質
の
多
い
食

物
が
便
秘
の
解
消
に
良
い
こ

と
は
よ
く
語
ら
れ
て
い
る
が
、

濃
い
お
茶
や
赤
ワ
イ
ン
が
便

秘
を
悪
化
さ
せ
る
の
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
な
い
よ
う
だ
。

便
秘
が
ち
の
人
は
覚
え
て
お

く
と
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
便
意
を
催
し
た
と

き
に
は
、
ト
イ
レ
へ
行
く
こ

と
。
我
慢
す
る
と
、
だ
ん
だ

ん
便
秘
癖
が
つ
い
て
し
ま
う

よ
う
だ
。

世
代
を
超
え
た
交
流

世
代
を
超
え
た
交
流

ボ
ッ
チ
ャ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ボ
ッ
チ
ャ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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▲カラオケを楽しむ（2 区公民館）

　

２
区
公
民
館
は
、
平
成
10
年

に
現
在
の
場
所
に
建
設
さ
れ
、

以
来
、
生
涯
学
習
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
動
拠
点
と
し

て
、
多
く
の
区
民
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
常
に
利
用
し
や
す
い

環
境
を
保
つ
た
め
に
、
老
人
会

や
婦
人
会
、
各
種
サ
ー
ク
ル
な

ど
、
公
民
館
を
利
用
す
る
方
々

で
協
力
し
て
、
清
掃
活
動
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
部
分
の
除
草
作
業
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
各
団
体
の
自
主
的
な
活
動
の

ほ
か
、
公
民
館
が
独
自
に

行
う
行
事
な
ど
を
通
し
て
、

互
い
に
協
力
し
、
支
え
合

う
地
域
づ
く
り
が
醸
成
さ

れ
て
お
り
、
２
区
公
民
館

は
、区
民
に
と
っ
て
、「
集

う
」「
学
ぶ
」「
結
ぶ
」
と

い
う
機
能
を
果
た
す
大
切

な
拠
点
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
納
涼
祭
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
サ
ー
ク
ル
活
動
も
徐
々

に
活
発
化
し
て
お
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
で
停
滞
し
て
し
ま
っ
た
区

民
同
士
の
交
流
も
以
前
の
よ
う

に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の

大
切
な
施
設
を
、
こ
れ
か
ら
も

維
持
し
、
次
の
世
代
へ
と
引
き

継
げ
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

地
区
公
民
館
だ
よ
り
②

地
区
公
民
館
だ
よ
り
②

笠
懸
町
第
２
区

笠
懸
町
第
２
区

◇期　日　9 月 2 日・16日・30日 / 10 月 21 日・28日（全 5回）
◇時　間　午前 10時～ 12時　
◇会　場　笠懸公民館 美術室
◇参加費　2,500 円 ( 花材費等 ) ※初回に集金します
◇定　員　先着 10名
◇持参する物
　ハサミ、バケツ、ごみ袋、タオル、敷物（新聞紙かビニール等）

生け花教室

対　　象　みどり市在住･在勤者

申込期間　令和 5年 8月 20日まで　※定員になり次第締め切り

申込・問合せ先　みどり市笠懸公民館　℡0277(76)2211 午前 9時～午後 5時（月曜日は除く）

◇日　時　 9 月 5日・12日・19日 / 10 月 3日・10日（全 5回）

◇時　間　午前 10時～ 11時 15分

◇会　場　笠懸公民館 サークル活動室 4

◇参加費 200 円（フェルトペン代）

◇定　員　先着 20名

主催
笠懸地域文化協会

ペン習字教室

参加してみませんか !? 笠懸地域文化協会初心者教室
笠懸地域文化協会では、地域文化の一環として、令和 5年度も「初心者教室」を企画しました。

当会所属の専門講師が親切丁寧に初歩から指導します。

楽しく！仲間づくりしながら、文化活動に挑戦してみませんか？

多くの皆様の参加を心より
お待ちしております。

自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
こ

と
が
出
来
る
可
能
性
が
高
ま

り
ま
す
。

　
防
災
の
最
大
の
目
的
は
自

分
の
命
を
守
る
こ
と
、
ど
う

生
き
延
び
る
か
で
す
。
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
考
え
て
備

え
ま
し
ょ
う
。

要
で
す
。

　
自
然
災
害
に
絶
対
は
な
い
の

で
、
各
々
が
個
別
に
考
え
、
そ

の
時
々
の
正
解
を
見
つ
け
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
台
風
な
ど
の

接
近
に
よ
り
、
災
害
発
生
の
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
家
族
構
成
や

生
活
環
境
に
合
わ
せ
、「
い
つ
、

何
を
す
る
の
か
」
あ
ら
か
じ
め

時
系
列
で
整
理
し
た
一
人
ひ
と

り
の
避
難
計
画
「
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
」
を
平
時
か
ら
つ
く
っ

て
お
く
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う

時
に
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
、

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

　
梅
雨
明
け
が
近
づ
い
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
台
風
や

線
状
降
水
帯
の
発
生
に
よ
る

大
雨
や
土
砂
災
害
に
注
意
が

必
要
で
す
。
予
報
の
精
度
が

上
が
り
、
情
報
は
よ
り
多
く

よ
り
正
確
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
あ
と
は
受
け
取
る

側
が
そ
の
情
報
を
ど
う
受
け

取
っ
て
行
動
す
る
の
か
が
重

防
災
を
考
え
る
32
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梅
雨
寒
や
一
枚
羽
織
る
庭
仕
事
　
　
　
　
　
　
　
荒
井
鳳
仙
花

名
も
知
ら
ぬ
花
も
あ
り
け
り
夏
の
庭
　
　
　
　
　
国
木
美
代
香

紫
陽
花
や
吾
子
の
笑
顔
に
見
つ
め
ら
る
　
　
　
　
中
野
　
千
鶴

夏
風
邪
を
ひ
く
母
の
顔
見
る
実
家
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
風
花

炎
天
や
兄
と
ジ
ャ
ズ
聴
く
猫
の
顔
　
　
　
　
　
　
糸
井
　
良
俊

山
車
を
引
く
園
児
ら
の
声
た
か
高
と
　
　
　
　
　
松
島
　
陽
春

梅
雨
ぐ
も
り
庭
の
草
取
る
朝
ま
だ
き
　
　
　
　
　
平
川
　
秋
桜

夏
至
の
陽
や
気
づ
か
ず
向
か
ふ
仕
事
部
屋
　
　
　
佐
藤
由
美
香

蜥
蜴
の
尾
切
ら
れ
て
跳
ね
て
昼
下
が
り
　
　
　
　
髙
野
　
春
蝶

露
涼
し
足
元
ぬ
る
る
庭
廻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
中
谷
　
邦
女

草
取
り
を
妻
に
強
い
ら
る
日
曜
日
　
　
　
　
　
　
金
井
　
英
麿

青
山
椒
姉
の
摘
み
く
る
昼
下
が
り
　
　
　
　
　
　
髙
野
　
光
訽

手
に
汗
に
ぎ
る
卓
球
の
試
合
か
な
　
　
　
　
　
　
糸
井
　
佳
酔

新
聞
受
け
に
一
匹
の
青
が
え
る
　
　
　
　
　
　
　
富
田
　
　
和

薔
薇
の
は
な
追
肥
を
あ
げ
る
夫
と
居
り
　
　
　
　
前
原
　
紫
蘭

祭
り
の
ゆ
か
た
揃
ひ
が
届
く
昼
下
が
り
　
　
　
　
童
　
　
鳥
海

我
が
椅
子
に
猫
ま
ろ
ま
ろ
と
梅
雨
最
中
　
　
　
　
糸
井
　
梅
光

風
鈴
の
音
か
ろ
や
か
に
針
仕
事
　
　
　
　
　
　
　
横
倉
　
　
雅

生
玉
子
あ
つ
熱
つ
ご
飯
夏
の
朝
　
　
　
　
　
　
　
韓
　
百
日
紅

青
竹
で
冷
や
ソ
ー
メ
ン
の
昼
餉
か
な
　
　
　
　
　
新
羅
　
光
海

看
板
の
中
古
の
売
家
夏
つ
ば
め
　
　
　
　
　
　
　
石
原
　
青
蓮

つ
ぼ
庭
に
水
音
聴
ひ
て
涼
し
け
り
　
　
　
　
　
　
冠
　
　
二
郎

心
眼
に
見
え
ぬ
も
の
無
し
土
用
炙
　
　
　
　
　
　
徳
田
　
夕
子

青
芝
に
リ
ー
ド
を
は
ず
す
犬
二
匹
　
　
　
　
　
　
村
田
　
紅
蘭

裂
き
織
り
の
ベ
ス
ト
を
羽
織
る
梅
雨
の
朝
　
　
　
糸
井
　
初
音

夏
の
夜
ソ
イ
ヤ
ソ
イ
ヤ
と
神
輿
上
ぐ
　
　
　
　
　
小
林
　
狐
一

久
び
さ
に
鮎
の
塩
焼
き
食
す
昼
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
和
義

久
に
飲
む
カ
ル
ピ
ス
の
初
恋
の
味
　
　
　
　
　
　
小
林
　
華
笑

睡
蓮
の
花
の
公
園
池
の
端
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桾
沢
　
春
蘭

短
夜
や
夢
の
如
く
に
老
ひ
に
け
り
　
　
　
　
　
　
宇
野
由
希
子

今
日
こ
そ
は
朝
一
番
に
草
刈
り
す
　
　
　
　
　
　
村
田
　
小
町

妬
ま
し
き
女
湯
の
ぞ
く
青
蛙
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
　
勘
大

雨
に
咲
く
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
花
真
紅
　
　
　
　
　
金
　
　
光
月

四
季
の
会
七
月
句
会

▲山里口御門（平成 30 年復元）▲御朱印

体
は
男
根
で
、
子
孫
繁
栄
を
願

う
そ
う
で
す
。
御
朱
印
は
手
前

に
あ
る
釣
り
堀
で
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、市
民
の

み
な
さ
ん
の
交
流
の
場
で
す
。

サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
や
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ
、投
稿
な
ど
、

何
で
も
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。（
し
め
き
り
毎
月
10
日
）

２
５
，
２
０
３
ha
を
分
割
し
て
、

会
津
駒
ヶ
岳
、
田
代
山
、
帝
釈

山
な
ど
周
辺
地
域
を
編
入
す
る

形
で
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
か
る
た
の
中
に
あ
る
尾
瀬
沼

は
標
高
１
，
６
６
５
ｍ
に
位
置

し
、
日
本
の
中
で
は
最
も
標
高

の
高
い
沼
に
な
り
ま
す
。

　
尾
瀬
の
あ
る
片
品
の
自
然
の

中
に
金こ

ん
せ
い精
神
社
が
あ
り
、
御
神

平
忠
昌
の
時
、
城
名
を
福
井
城

に
変
え
た
と
い
い
ま
す
。　

　
現
在
は
福
井
県
庁
が
お
か
れ

て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
福
井
駅
近

く
に
あ
り
、
堀
の
内
側
に
は
天

守
跡
や
御
廊
下
橋
（
藩
主
が
本

丸
と
三
の
丸
御
座
所
の
往
復
に

用
い
た
専
用
の
橋
）、
山
里
口

御
門
な
ど
が
復
元
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
四
重
五
階
の
天
守

は
寛
文
９
（
１
６
６
９
）
年
の

大
火
で
焼
失
し
、
以
後
再
建
さ

れ
な
か
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

　
福
井
城
の
縄
張
り
の
中
に
結

城
秀
康
の
騎
馬
像
が
あ
り
ま
し

た
。
略
歴
に
よ
る
と
、
１
５
７

４
年
徳
川
家
康
の
次
男
と
し
て

誕
生
、
１
５
８
４
年
豊
臣
秀
吉

の
養
子
に
出
さ
れ
「
秀
康
」
を

名
乗
る
。
１
５
９
０
年
結
城
晴

朝
の
養
子
と
な
り
10
万
石
の
大

名
と
な
る
。
１
６
０
１
年
越
前

一
国
68
万
石
を
拝
領
、
福
井
城

の
改
修
に
着
手
、
１
６
０
７
年

病
気
の
た
め
34
歳
の
若
さ
で
生

涯
を
閉
じ
た
と
あ
り
ま
し
た
。

上
毛
か
る
た
せ

御
朱
印
レ
デ
ィ
ー

仙
境
尾
瀬
沼
花
の
原

　

尾
瀬
国
立
公
園
は
福
島
県
、

栃
木
県
、
群
馬
県
、
新
潟
県
の

４
県
に
ま
た
が
る
国
立
公
園
で

す
。
２
０
０
７
年
８
月
30
日
に

日
光
国
立
公
園
か
ら
尾
瀬
地
域

テ
ク
テ
ク
お
城
歩
き
�

福
井
城　
　
　
歩
遊
人

　

福
井
城
は
続
日
本
１
０
０

名
城
の
ひ
と
つ
で
、
天
正
３

（
１
５
７
５
）
年
、
越
前
北
庄

を
与
え
ら
れ
た
柴
田
勝
家
が
北

庄
城
を
築
城
し
ま
し
た
。
天

正
11
（
１
５
８
７
）
年
、
勝

家
は
賤
ヶ
岳
の
戦
い
で
敗
死
、

そ
の
後
、
徳
川
家
康
の
次
男

結
城
秀
康
が
こ
の
地
に
入
り
、

慶
長
６
～
11
（
１
６
０
１
～

１
６
０
６
）
年
、
新
た
な
城
を

築
き
（
平
城
）、
３
代
目
の
松
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タ
ー
方
式
を
申
し
入
れ
し
、
こ

れ
を
受
け
て
現
在
は
第
三
セ
ク

タ
ー
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
（
詳
細
は
簡
略
）

　
列
車
は
岡
崎
駅
を
出
る
と
築

提
を
駆
け
上
が
り
、
終
点
の
高

蔵
寺
駅
ま
で
高
架
区
間
と
な
り

ま
す
。
全
区
間
の
運
転
時
分
は

約
65
分
で
す
。
運
転
本
数
は
１

時
間
に
３
～
４
本
で
、
と
て
も

地
方
の
ロ
ー
カ
ル
線
と
思
え
な

列
車
に
ゆ
ら
れ
て
�

　
愛
知
環
状
鉄
道

野
利　
哲

　
愛
知
環
状
鉄
道
は
東
海
道
本

線
の
岡
崎
駅
か
ら
中
央
本
線
の

高こ
う
ぞ
う
じ

蔵
寺
駅
（
愛
知
県
春
日
井

市
）
ま
で
の
45.

３
km
を
結
ん

で
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
第
三
セ
ク

タ
ー
鉄
道
に
転
換
さ
れ
た
路
線

で
す
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
紆
余

曲
折
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
昭
和

59
年
、
国
鉄
岡
多
線
（
岡
崎
～

瀬
戸
）
・
瀬
戸
線
（
瀬
戸
～
高

蔵
寺
）
が
建
設
さ
れ
、
国
鉄
が

経
営
に
難
色
を
示
し
引
き
取
り

を
拒
否
し
ま
す
。
そ
し
て
国
鉄

が
民
営
化
さ
れ
た
後
、
Ｊ
Ｒ
東

海
は
近
隣
市
町
村
に
第
三
セ
ク

笠
懸
短
歌
サ
ー
ク
ル
　
　
六
月
例
会
よ
り

知
ら
ぬ
間
に
撮
ら
れ
し
八
十
路
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
ブ
ロ
マ
イ
ド
の
ご
と
孫
に
と
配
る
　
上
村
　
征
子

ラ
イ
ン
に
見
る
つ
か
ま
り
立
ち
し
た
初
孫
の
笑
顔
男
児
の
お
も
む
き
も
あ
り
　
　
加
藤
　
康
子

日
に
幾
度
衣
の
着
脱
く
り
返
す
歴
史
も
解
せ
ぬ
地
球
温
暖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
田
茂
子

タ
ン
ポ
ポ
の
綿
毛
は
白
く
ま
ん
丸
に
風
に
吹
か
れ
て
何
処
の
旅
へ
　
　
　
　
　
　
近
藤
ふ
さ
子

軽
が
る
と
重
き
生
枝
を
ず
り
回
す
六
十
路
の
息こ子
な
ほ
男
盛
り
か
　
　
　
　
　
　
関
口
　
定
夫

録
画
見
る
わ
が
補
聴
器
は
拾
ふ
な
り
妻
が
く
り
や
に
立
つ
る
音
、
音
　
　
　
　
　
平
山
　
勇

い
ほ
ど
列
車
本
数
が
多
い
で
す
。

列
車
は
眼
下
に
街
並
み
を
見
て

丘
陵
地
帯
を
駆
け
抜
け
ま
す
。

沿
線
に
は
豊
田
市
や
瀬
戸
市
が

あ
り
大
学
や
大
企
業
な
ど
も
あ

り
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
全
線
電
化
さ
れ
基
本
的
に

一
編
成
２
両
の
電
車
で
運
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
線
路
は
主
と
し

て
単
線
で
す
が
、
一
部
複
線
区

間
も
あ
り
ま
し
た
。
高
規
格
な

線
路
構
造
な
の
で
運
転
速
度
は

時
速
70
～
80 
km
を
超
え
る
区
間

も
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
は
一
般

的
に
新
幹
線
開
業
や
経
営
不
振

の
た
め
、
国
鉄
や
Ｊ
Ｒ
か
ら
見

放
さ
れ
た
路
線
で
す
が
、
こ
の

愛
知
環
状
鉄
道
は
数
少
な
い
黒

字
線
区
の
ひ
と
つ
で
す
。
（
第

三
セ
ク
タ
ー
協
議
会
参
加
の
鉄

道
会
社
は
40
社
）
。
そ
う
言
え

ば
、
私
の
乗
っ
た
午
後
の
列
車

は
往
復
と
も
満
席
状
態
で
し
た
。

　
車
両
は
２
０
０
０
系
（
２
０

０
２
～
２
０
０
９
年
導
入
）
で
、

以
前
の
１
０
０
系
の
車
両
は
え

ち
ぜ
ん
鉄
道
に
譲
渡
さ
れ
走
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
１
０
０
系
に

は
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
で
何
度
か

乗
っ
て
い
ま
す
。

◆
運
賃
（
岡
崎
～
高
蔵
寺
）

　
片
道　
８
７
０
円

　
一
日
フ
リ
ー
キ
ッ
プ

　
　
　
　
１
５
０
０
円

　
　
※
土
、
日
、
祝
日
限
定

▲愛知環状鉄道 中岡崎駅付近

▲車両のヘッドマークシール

ち
ょ
っ
と
一
息

　
元
旦
に
今
年
の
私
の
テ
ー
マ

は
『
挑
戦
』
と
決
め
た
日
か
ら
、

今
ま
で
見
る
こ
と
の
な
い
世
界

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
様
々
な
出
会
い
と
経
験
、
成

長
を
通
し
て
、
独
り
の
力
で
は

難
し
い
事
も
、
周
り
の
方
の
応

援
を
い
た
だ
き
よ
う
や
く
成
し

遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
実
感
し
て
い
ま
す
。
挑
戦
す

る
事
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
る
機

会
を
頂
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

　
こ
の
こ
と
で
得
た
も
の
を
皆

さ
ん
に
お
伝
え
し
、
一
歩
踏
み

出
す
勇
気
を
持
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

風
鈴


